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No１４ 発行 山口県養護教諭会

平成２２年が終わろうとしています。会員の皆様にとってこの１年はどの

ような年だったでしょうか？

今年は猛暑で暑い夏を過ごしたと思ったら、秋を感じる間もなく、冬の到

来・・・体調管理の難しい年でしたね。

山口県養護教諭会では、今年は中国大会の引き受け、「養護教諭の職務ハン

ドブック 2010」の発刊という大きな事業の年でしたが、会員の皆様のご協力のおかげで、

無事終えることができ、感謝いたしております。

来年も、ぜひご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

インフルエンザの流行時期を迎えます。会員の皆様もお身体に気をつけられ、よい新年

をお迎えください。

８月２５日・２６日に山口県で中国地区学校保健研究協議

大会が開催されました。大会初日の「養護教諭部会」を本会

が担当いたしました。お手伝いをしていただいた先生方、ま

た参加をしていただいた先生方、どうもありがとうございま

した。おかげさまで、盛会のうちに終えることがで

きました。「養護教諭部会」の内容については、「のぞみ」第

54 号に掲載しています。

参加者の感想には、『コーディネーターをされた後藤ひと

み先生の指導助言がとても参考になった。養護教諭の研修

のあり方、研究課題への取組方、構え方等についてもっと

お話を聞きたい。』という感想が多くあり、大変有意義な研 
修会となりました。

来年の中国大会は、鳥取県で開催されますので、皆様、ぜひ、ご参加ください。

「養護教諭の職務ハンドブック 2010」発刊

１１月に、「養護教諭の職務ハンドブック 2010」を発刊いたしました。

会員の皆様には、原稿や実践資料等のご協力をいただ

き、ありがとうございました。

このハンドブックの山口県版らしさの特徴は、経験

豊富な養護教諭のアドバイスを「知っちょる？先輩の

知恵袋♪」として文章化したこと、また定期的により

よいハンドブックになるように見直すことを前提とし、

名称に発刊年の 2010 を付けたことです。つまり、こ

のハンドブックは作成して終わりではなく、ここから

さらに進化していくスタートなのです。

いつでも取り出せるように身近にハンドブックをおいていただき、気づきや新たな情報

をその都度書き足すことで、日々バージョンアップしながら有効に活用していただきたい

と思います。

中国大会 盛会に終わる！



研修委員になって最初の仕事は、８月２６日・２７日に行われた

中国大会の事前準備から始まりました。

まず、養護教諭連絡協議会の名札やしおり、お土産の柳井縞もめ

んコースターをみんなでアイディアを出しながら手作りし、山口県

をアピールできるものに仕上げていきました。

養護教諭連絡協議会当日には、会場係として同席させていただきました。中国地区５県

の役員の先生方がお見えになり、各県の特色ある活動状況や課題、今後の取り組み等を報

告され、活発な意見交換がなされました。パワー溢れる先生方の熱意がよく伝わってきま

した。夕方からの懇親会では、司会と出し物で協力をさせていただきました。和やかな楽

しいひとときでした。

翌日からの大会運営では理事として、役割分担の下、みんなが

きびきびと動き、信頼感と結束力で務め、あっという間の２日間

が盛会裏に終了しました。

この貴重な体験を今後に生かし、研修委員として微力ではあり

すが、後半の役割を果たしていきたいと思っています。

研修委員一同

中国大会前日の８月２５日に、中国５県の養護教諭会が集まり、

山口市において、中国地区養護教諭連絡協議会が開催されました。

中国大会での養護教諭部会の運営等についての話し合いや各県の

情報交換を行いました。他県の様子を知ることができたとともに、

他県の先生方との親睦をはかることができました。

全国学校保健研究大会に参加して

１１月１８・１９日に群馬県前橋市で全国学校保健研究大会が次のとおり開催されました。

【１日目】記念講演「これからの健康教育の展望」

講師 東京大学名誉教授

社会福祉法人 恩賜財団母子育愛会

日本子ども家庭総合研究所副所長 衞藤 隆

（内容）・健康教育は、「発達段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うもの。」

である。

・新学習指導要領と健康教育の基本的な考え方は、「生きる力」という理念の共有と基礎的

基本的な知識技術の習得、家庭や地域の教育力の低下を踏まえた対応が十分ではなかった

という認識のもと、言語能力の育成、規範意識の形成、基本的生活習慣の確立、運動を通

じた体力形成、健康な生活習慣形成などを観点に実施するものである。

【２日目】課題別研究協議会

第 3 分科会「保健指導」では、山口高校の平井妃富美先生が、

ー「山高健康の日」をとおして身近な健康課題を自分の健康と意識する保健指導―

という題で、保健委員を中心とした取り組みについて発表されました。

中国地区養護教諭連絡協議会大会 開催

中国地区養護教諭連絡協議会では、研修委員さんが事前準備から当日の運営まで大活躍でした。

おかげで、すばらしい会になりました。お疲れ様でした！

復 伝



【研究発表】

テーマ「長期派遣研修で学んだこと」

〈指導助言〉 山口市立串小学校 教 頭 佐々 廣子

〈研究発表者〉

「養護教諭の「連携力」を高める」

周南市立櫛浜小学校 養護教諭 山崎 淳代

「子どもを育てる養護教諭としての在り方」

萩市立田万川中学校 養護教諭 宇佐川伸恵

「高校における養護教諭の健康相談活動」

山口県立下関南高等学校 養護教諭 古屋 陽子

去る１１月５日に山陽小野田市文化会館に於いて、第５８回山口県

養護教諭研究協議大会が開催されました。内容は、次のとおりです。

【講演】

「ゲーム･ケータイネット～子どもの現実・大人の対応～」

講師 ＮＰＯ法人子どもとメディア

専務理事 古野 陽一

今年度は、山口大学に長期派遣研修に行かれた３人の先生方の発表がありました。貴重な体験

発表をいただき、ありがとうございました。

また、今年度も私たちの先輩でもある佐々廣子教頭先生より、示唆に富むご指導をいただきま

した。その中で、３人の発表に共通していた「つながり」･･･ 時代とのつながり、養護教諭の歴

史の中で今まで築かれてきて大事にされてきたもの、それをつないでいくことも大事だというお

話は印象的でした。

山陽小野田支部 理事 中野 里美

第 58 回山口県養護教諭研究協議大会には、多くの方々にご出席いただきありがとうございま

した。至らない点も多々あったかと思いますが、副会長の藤本先生をはじめ、厚狭地区の理事や

会員の方々と共に会の運営に携わり、無事に大会を終えることができたことを大変嬉しく思いま

す。

山陽小野田市文化会館で開催することが決まり、最初皆様から「大変ですね」と声をかけられ

ると、初めて経験する私にとって不安が増すばかりでした。しかし、打ち合わせや事前研修会の

中で、皆様がより良い大会にしようと、積極的に意見を出し合い進めてくださるのを目のあたり

にし、不安はすっかりなくなっていました。相談できる仲間がいることは本当に心強いものでし

た。仲間との「つながり」を実感できた大会でした。

研究発表では、長期派遣研修の内容が的確にまとめられており、これから職務を遂行する上で

大変参考に、また良い刺激になりました。

最後に、このような貴重な経験をさせていただいたことを心より感謝いたします。

午後からの古野先生の講演は、現代の子どもたちの健康課題に即した内容で、興味深い内容で

した。ゲーム・ケータイネットについての現実、どう大人が対応していけばよいか等、具体的

でわかりやすいお話で、大変好評でした。もっと聞きたかったという感想も多くありました。

第５８回山口県養護教諭研究協議大会
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